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野
村
地
内

コ
ン
ビ
ニ
開
業
計
画
に
関
す
る

地
元
説
明
会
開
催
！

４
月

日
（
日
）
午
前
、
野
村
区
集
落
セ

２２

ン
タ
ー
に
て
、
こ
の
秋
に
野
村
地
内
で
開
業

を
予
定
し
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
に
関
し
て
、
工

事
や
営
業
の
関
係
者
５
名
が
野
村
区
住
民
を

は
じ
め
と
し
た
柘
植
地
域
住
民
約

名
を
前

２０

に
、
概
要
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
、
質
疑
応

答
を
行
い
ま
し
た
。

伊賀市土地利用条例

市内施行後、第１号

こ
の
た
び
、
市

の
新
条
例
が
４
月

２
日
に
施
行
さ
れ

た
こ
と
で
、
「
特

定
開
発
事
業
」
の

手
続
き
が
替
わ
り

ま
し
た
。

今

回

の

案

件

は
、
伊
賀
市
内
の

第
１
号
で
あ
り
、

今
後
の
開
発
や
建

築
に
係
る
新
た
な

土
地
利
用
の
ル
ー

ル
と
し
て
注
目
し

て
お
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

条
例
上
、
幹
線
道
路
沿
道
区
域
（
沿
道
サ

ー
ビ
ス
道
路
：
名
阪
国
道
イ
ン
タ
ー
よ
り
１

㌔
㍍
の
範
囲
）
に
特
定
開
発
事
業
を
行
う
場

合
、
事
業
者
が
市
へ
認
定
申
請
書
を
提
出
す

る
前
に
地
元
へ
の
説
明
会
が
義
務
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
地
元
自
治
協
（
柘
植
地
域

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
）
に
は
、
そ
の
結
果
の

報
告
義
務
が
発
生
す
る
た
め
、
こ
の
た
び
柘

植
地
域
内
全
域
に
説
明
会
の
案
内
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に
、
柘
植
ま
ち
協

と
し
て
は
説
明
会
翌
日
に
、
市
に
対
し
て
「
判

断
書
」
を
提
出
し
て
い
ま
す
。

（
閲
覧
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。
）

主
な
質
疑
応
答

Ｑ
防
犯
カ
メ
ラ
は
ど
こ
を
撮
影
し
て
い
る
？

Ａ
店
舗
内
、
店
舗
前
駐
車
場
及
び
入
退
出
す
る
車

両
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
事
件
が
発
生
し
た
場

合
は
警
察
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
映
像
を
警
察

に
提
供
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
に
配
慮
し
、
周
囲
の
住
宅
を
撮
影
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ
周
囲
へ
の
ご
み
の
散
乱
へ
の
対
策
は
？

Ａ
店
の
運
営
の
中
で
、
一
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
中
に
清
掃
の
時
間
が
割
り
当
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
オ
ー
ナ
ー
に
は
、
日
常
的
に
店
舗
周

囲
の
清
掃
を
行
う
こ
と
が
「
ご
み
が
ご
み
を
呼

ぶ
」
こ
と
を
防
ぐ
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
て
指

導
行
い
ま
す
。

Ｑ
雨
水
排
水
の
下
流
域
に
農
地
が
あ
る
。
駐
車
車

両
か
ら
の
オ
イ
ル
漏
れ
対
策
は
？

Ａ
駐
車
場
に
油
水
分
離
槽
を
設
け
ま
す
。

Ｑ
地
元
と
の
協
定
書
を
締
結
し
て
は
？

Ａ
今
後
、
隣
接
地
所
有
者
と
各
許
認
可
に
伴
う
協

議
を
行
い
、
計
画
が
固
ま
れ
ば
協
定
書
を
締
結

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
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発
行

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
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柘
植
地
域

三
重
県
伊
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植
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セ
ン
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八
八
八
〇

Ｆ
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Ｘ

四
五
―
八
八
八
三

発
行
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二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
五
月
十
五
日
（
火
）

柘
植
地
域
俳
句
コ
ー
ナ
ー

ほ
う
た
る
の

湧
き
出
づ
る
川

闇
深
し

澤
井
と
き
子
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柘
植
地
域

人
権
同
和
問
題
地
区
別
懇
談
会
会
議

４
月

日
（
月
）
夜
、
柘
植
地
区
市
民
セ

１６

ン
タ
ー
で
、
人
権
・
同
和
問
題
地
区
別
懇
談

会
の
柘
植
地
域
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
こ

の
時
期
に
開

催
さ
れ
、
西

柘
植
・
壬
生

野
に
お
い
て

も
開
か
れ
て

い
る
も
の
で

す
。伊

賀
町
時

代
よ
り
継
続

さ
れ
て
い
る

懇
談
会
事
業

で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
の
成

果
の
下
、
い

っ
そ
う
の
充

実
を
図
る
た
め
に
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。行

政
側
か
ら
は
、
最
近
、
市
内
で
差
別
に

よ
る
結
婚
破
断
話
が
あ
っ
た
こ
と
や
学
校
現

場
で
の
障
害
者
に
係
る
差
別
発
言
は
大
人
社

会
の
反
映
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
、

本
事
業
推
進
上
、
各
区
で
「
懇
談
」
中
心
に

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
旨
や
行
政
職
員
や
教

職
員
を
巻
き
込
ん
だ
懇
談
会
を
企
画
し
て
ほ

し
い
こ
と
な
ど
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。
加
え

て
、
市
で
は
「
身
元
調
査
を
許
さ
な
い
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
」
を
現
在
作
成
中
で
あ
る
と
の
情

報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
差
別
落
書
き
な
ど
へ
の
対
応
手
順

「
流
れ
図
」
（
発
見
時
、
放
っ
て
お
か
ず
行
政
に
連

絡
を
入
れ
て
い
た
だ
く
流
れ
）
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

平
日
（8:30

～17:15

）

→
本
庁
・
支
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー

夜
間
・
休
日

→
本
庁
・
支
所
の
宿
直
・
日
直

☎
４
５
・
９
１
０
８
（
支
所
振
興
課
）

☎
４
５
・
８
８
８
０
（
柘
植
市
民
Ｃ
）

会
議
の
中
で
出
た

意
見
と
し
て
、
ふ
れ

あ
い
農
業
ま
つ
り
で

の
交
流
を
充
実
さ
せ

て
い
く
こ
と
や
柘
植

地
域
で
集
計
し
た
意

識
調
査
の
有
効
活
用
、

「
差
別
解
消
３
法
」

の
認
知
度
向
上
な
ど

の
話
が
あ
り
、
今
後

の
各
区
啓
発
活
動
に

活
か
し
て
い
く
こ
と

が
望
ま
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、

各
区
の
担
当
者
ま
で
。

連絡先

も
し
も
、

差
別
落
書
き
を
見
つ
け
た
ら
…

生
活
環
境
部
会

４

月

日

２１

（

土

）
、

試

験

圃

場
で
咲
き
誇
っ
た

菜
の
花
の
様
子
を

確
認
し
ま
し
た
。

一
時
は
湿
害
が

心
配
で
し
た
が
、

事
後
の
生
育
が
良

く
、
こ
の
ま
ま
菜

種
油
搾
油
も
試
験

的
に
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

自主防災活動の充実のために…

防災備品をチェック！防災備品をチェック！

４月20日（金）午前中、自主防災事務

局会議を開催した際に、まち協が所有して

いるブルーシート他の備品チェックをしま

した。

状況を確認しておけば、いざというとき

に役立つのはもちろんのことです。

ご家庭や各区等でも防災用品や備蓄食料

などの事前チェックを心がけましょう。
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平成30(2018)年度 柘植地域まちづくり協議会予算
１ 収入の部（抄） （単位：円）

科 目 予 算 額

繰越金 一般会計繰越金 ３４６，２１７

繰入金 積立金会計より繰入金 ２７１，０００

地域包括交付金（伊賀市より） ６，１１２，０００

女性活躍推進事業交付金（伊賀市より） ５０，０００

JR草津線地域ｻﾎﾟｰﾀｰ支援事業（滋賀県期成同盟会より） １５０，０００

福祉でまちづくり支援事業（社会福祉協議会より） １００，０００

会費 地区分担金（各区<＠ 13,000円>より） １５６，０００

雑収入 １１４，７８３

収入計 ７，３００，０００

２ 支出の部（抄） ※各事業別予算 （単位：円）

科 目 予 算 額

❶ 『まちづくり計画』・規約等検討事業 １４０，０００

❷ 広報活動に関する事業 ５００，０００

❸ 研修事業 ３０，０００

❹ その他必要な事業 ３０，０００

❺ 事務局運営事業 ３，６００，０００

❻ 積立金会計へ戻入 ０

❼ 予備費 １８，０００

❶ １２区連絡協議会活動 １０，０００

❷ 各区活動（地区業務・地区配布業務） １，８３０，０００

❶ 人権啓発合同事業 １０，０００

❷ 柘植地域及びいがまち人権学習・懇談・交流事業 １０，０００

❸ 柘植住民及び部会員への広報・研修・啓発事業 １７０，０００

❹ 女性の地域活動推進（研修）事業 １２，０００

❶ 健康づくり推進事業 ８５，０００

❷ 地域福祉ネットワーク事業 １２０，０００

❸ ユニバーサルデザインのまちづくり事業 ２０，０００

❹ 地域スポーツ活動の推進事業 ２０，０００

❺ 公共交通の検討事業 １０，０００

❶ 交通安全・防犯・不法投棄等への対策 ４０，０００

❷ 柘植の森林整備事業 ４０，０００

❸ 環境保全事業 ４０，０００

❹ 自主防災力向上事業 １１５，０００

❺ 都美恵の里美化事業 ３０，０００

❶ 各種の講演会の実施事業 ５，０００

❷ 市民センター活動事業 ４０，０００

❸ 夏休みこどもの遊び事業 ５，０００

❹ 学校教育支援事業 ５，０００

❺ 「つげのまちに賑わいを」事業 ２５，０００

❻ 「お作法」研修会実施事業 １０，０００

❶ 特産品の創出事業 ５０，０００

❷ エネルギー自給研修事業 １０，０００

❸ 柘植駅・草津線活性化事業 ２００，０００

❹ 観光看板設置事業 ７０，０００

支出計 ７，３００，０００

※予算額に対して過不足が生じた場合、予算の範囲内において、運営委員会の承認を

得て流用することが出来る。

４
月

日
に
実
施
さ
れ
た
総
会
で
、
審
議
さ
れ
承
認
さ
れ
た
「
予
算
案
の
概
要
」
を
お
伝
え
し
ま
す
。

１４

各
事
業
内
容
の
記
さ
れ
た
「
総
会
議
案
書
」
は
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
総
会
の
様
子
は
２
１
１
号
で
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
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気
づ
き
ま
し
た
か
？

地
域
安
全
の
ぼ
り
旗

区
連
絡
協
議
会

生
活
環
境
部
会

１２

伊
賀
地
区
防
犯
協
会
が
作
成
し
た
の
ぼ
り

旗
が
年
度
始
め
に
、
地
域
各
所
（
岡
鼻
、
上

町
、
下
町
、
上
村
、
山
出
、
小
杉
、
柘
植
青

葉
台
）
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

最
近
（
連
休
中
）
、
Ｊ
Ｒ
新
堂
駅
駐
輪
場

で
は
自
転
車
盗
が
２
件
も
発
生
し
た
そ
う
で

す
。
ま
た
、
県
内
で
は
特
殊
詐
欺
（
振
込
詐

欺
な
ど
）
が
続
発
し
て
い
ま
す
。
の
ぼ
り
旗

を
一
つ
の
契
機
と
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
意
識
し
て

「
安
心
安
全
な
地
域
づ
く

り
」
を
み
ん
な
の
手
で
作

り
上
げ
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

新
調

ま
ち
づ
く
り
の

拠
点(

市
民
セ
ン
タ
ー)

を
美
し
く

女
性
活
動
部
会

「
都
美
恵
の
里
美
化
事
業
」
と
し
て
、
地

区
市
民
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
環
境
美
化
を
５
月

日
（
土
）
午
前
、

名
の
方
々
に
よ
り
実

12

１４

施
し
ま
し
た
。
草
刈
・
除
草
や
プ
ラ
ン
タ
ー

花
壇
の
整
理
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
新
緑

の
季
節
に
ピ
ッ
タ
リ
の
爽
や
か
な
仕
上
が
り

と
な
り
ま
し
た
。
（

日
（
土
）
に
、
残
り

１９

の
活
動
を
行
う
予
定
で
す
。
）

♥
♥

♥
♥

♥
♥

♥
♥

♥
♥

女
性
活
動
部
会
で
は
、
柘
植
地
域
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
、
老

若
男
女
に
か
か
わ
ら
ず
、
学
習
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
男
女
共
同
参

画
週
間
の
６
月

日
（
土
）
に
伊
賀
市

３０

主
催
の
「
い
き
い
き
未
来
２
０
１
８
」

に
参
加
し
学
習
を
深
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
現
在
、
文
書
を
地
域
全
体
に
回
覧

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
声
か
け
あ
っ

て
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

５
月

日
（
木
）

１０

午
前
、
柘
植
中
学
校

１
年
生

名
と
先
生

２０

３
名
が
市
民
セ
ン
タ

ー
を
訪
れ
、
「
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
、

学
習
を
し
ま
し
た
。

な
ぜ
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
が
出
来
て

き
た
の
か
？
、
「
住

民
自
治
」
と
は
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
？

に
始
ま
り
、
女
性
参
画
推
進
や
防
災

減
災
の
取
り
組
み
と
は
ど
う
い
う
こ

と
を
指
す
の
か
？
な
ど
を
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
、
こ
れ

か
ら
の
厳
し
い
社
会
情
勢
の
下
で
、
柘
植
地

域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、

…
そ
う
し
た
願
い
を
伝
え
ま
し
た
。

★
☆
★
事
務
局
だ
よ
り
☆
★
☆

▼
新
年
度
が
始
ま
り
、
連
休
も
終
わ
り
ま
し
た
。
田
植
え

も
お
お
む
ね
順
調
に
進
ん
だ
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
気

温
の
上
が
り
下
が
り
が
大
き
い
の
が
例
年
と
の
違
い
で
し

ょ
う
か
？
霊
山
の
サ
ク
ラ
も
余
野
公
園
の
ツ
ツ
ジ
も
平
年

よ
り
早
か
っ
た
春
で
し
た
。
▼
年
度
初
め
、
イ
ベ
ン
ト
の

回
覧
物
が
多
く
見
過
ご
し
て
し
ま
っ
た
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
Ｈ
Ｐ
で
は
、
新
着
情
報
と
し
て
回
覧
物
や
『
ま
ち

づ
く
り
だ
よ
り
』
を
い
つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
限
定
情
報
も
有
り
。
（
西
田
方
計
）

若
い
こ
ろ
か
ら

地
域
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
！


